
蘇
軾
と
羽
扇
綸
巾

中

原

健

二

『中国言語文化研究亅第1号

は
じ
め
に

宋
を
代
表
す
る
文
人
蘇
軾
の
傑
作
に

「赤
壁
懐
古
」
と
題
す
る

「念
奴
嬌
」
詞
が
あ
る
。
こ
れ
は
同
時
期
の
作
で
あ
る

「赤
壁
賦
」

「後
赤

壁
賦
」
と
並
ん
で
、
赤
壁
と
い
え
ば
必
ず
想
起
さ
れ
る
ほ
ど
に
後
世
に
大
き
な
影
響
を
與
え
た
作
品
で
あ
る
。
そ
の

「
念
奴
嬌
」
の
な
か
に
、

遙
想
公
瑾
當
年

遙
か
に
想
う

公
瑾

當
年
に
し
て

小
喬
初
嫁
了

小
喬

初
め
て
嫁
し
了
り

雄
姿
英
發

雄
姿

英
發
な
り
し
を

羽
扇
綸
巾

羽
勗
綸
巾
に
て

談
笑
聞

強
虜
灰
飛
煙
滅

談
笑
の
聞
に

強
虜
は
灰
と
飛
び
煙
と
滅
せ
り

と
い
う

一
節
が
あ
る
。

(↓
こ
の

「
羽
勗
綸
巾
」
が
誰
を
指
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
周
瑜
説
と
諸
葛
亮
詭
が
あ

っ
て
、

し
ば
ら
く
論
爭
が
續

い
た

こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
で
は
周
瑜
読
に
落
ち
着
い
た
よ
う
で
、
筆
者
は
前
稿

「
羽
扇
綸
巾
の
ひ
と
ー
周
瑜
と
諸
葛
亮
」
に
お
い

て
、
蘇
軾
の

「羽
勗
綸
巾
」
が
時
代
の
變
遷
に
つ
れ
て
、
と
く
に
小
読

『三
國
志
演
義
』
の
影
響
を
受
け
、
諸
葛
亮
を
指
す
と
理
解
さ
れ
る
よ

う
に
な

っ
て
行
く
過
程
を
素
描
し
て
み
た
。

(3
本
稿
で
は
少
し
角
度
を
變
え
、
蘇
軾
お
よ
び
彼
以
前
の

「羽
勗
綸
巾
」
、
さ
ら
に
は
こ
れ
に

關
蓮
す
る
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

一30一
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 f
Q
r5
奴

嬌

」

が

作

ら
れ

た

の

は
、

元

豊

年

闖
、

黄

州

流

謫

の
時

代

で
あ

る
。

で

は

、

そ

れ
以

前

の
詩

詞
や

散

文

に

お

い

て

、

蘇

軾
が

「
羽

扇
」

と

「
綸

巾

」

を
封

に

し

て
用

い
た

こ
と

が
あ

っ
た

か

と

い
う

と
、

實

は

な

い
。

た

だ
、

そ

れ
ぞ

れ

單

獨

の

用
例

は

あ

る

の

で
、

ま
ず

「
綸

巾
」

の
用

例

か

ら

見

て

み
よ

う

。

(3
}
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は

お

(
1
)
更
著
綸
巾
披
鶴
斃

更
に
綸
巾
を
著
け
鶴
斃
を
披
り

他
年
應
作
畫
圖
誇

他
年

應
に
畫
圖
を
作
り
て
誇
る
べ
し

(
「次
韻
周
長
官
壽
星
院
同
餞
魯
少
卿
」

『詩
集
』
五

一
二
頁
、
煕
寧
六
年

(
一
〇
七
三
)
杭
州
作
)

(2
)
囘
首
舊
遊
眞
是
夢

囘
首
す
れ
ば

舊
遊
は
眞
に
是
れ
夢
な
り

　

　

あ

一
簪

華

髪
岸

綸

巾

一
簪

の
華

髮

綸

巾

を
岸

ぐ

(
「
臺

頭

寺
歩

月
得

人

字

」

『
詩

集

』

九

二
〇

頁

、

元

豐

二

年

(
一
〇

七

九
)

徐

州

作
)

(
3

)
綸

巾
鶴

斃
、

驚

笑

呉
嬬

(
綸

巾

鶴
斃

、

呉

婦

を
驚

笑

せ

し

む
)

(
「
祭

柳

子

玉

文
」

『
文

集

』

　
九

三

八

頁
)

(、
)

「
綸

巾

」

と

は

、
青

色

の
絹

絲

で
作

ら

れ

た

頭
巾

で
、

貴

族
や

隱

者

、

文

人

の
着

用

す

る
も

の
と

さ

れ

る
が

、

「綸

巾
」

に

ま

つ
わ

る
故

事

を

傳

え

ら
れ

る

人

物

で
最

も

よ

く
知

ら
れ

る

の
は

晉

の
謝

安

の

弟
、

謝

萬

で
あ

る
。

『
晉

書
』

の
傳

に

は
、

「
簡

文

帝

作

相
、

聞

其

名
、

召

爲

撫

軍

從

事
中

郎

、

萬

著
白

綸

巾

、

鶴
斃

裘

、

履

版

而
前

、

既

見

、

與

帝
共

談

移

日

(
簡

文

帝

相
と

作

り

、
其

の
名

を

聞
き

、

召

し

て
撫

軍

從

げ
た

す
す

事

中

郎

と
爲

す

、

萬

は

白
綸

巾

、

鶴

斃
裘

を

著

け

、

版
を

履

き

て
前

む
、

既

に

見
ゆ

る
や

、

帚

と
共

に
談

じ

て
日

を

移

せ

り
)

」

と
あ

る
。

謝

萬

の
着

け

て

い
た

の
は
、

「
白

綸

巾

」

と

「
鶴

斃

裘

(
羽

毛

の
外

套
)

」

で
、

以

後

「
綸

巾

」

は

し
ば

し

ば

「
鶴

斃

」

と
封

に
な

っ
て

用

い

ら

れ

る

こ
と

に

な

る
。

蘇

軾

の

(
1
)

と

(
3
)

は

ま

さ

に

そ
う

で
あ

る
。

そ

し
て

、

も
ち

ろ

ん
、

三

例
と

も

に

周
瑜

や

諸

葛

亮
と

の
直

接
的

關

連

は
見

出

せ

な

い
。

ど

う
や

ら

「
綸

巾
」

は

周
瑜

や

諸

葛

亮

と
す

ぐ

に

は

結
び

つ
か

な

い
よ

う

で

あ

る
コ

次

に

「
羽

勗
」

で
あ

る

が

、
蘇

軾

の
詩

に

お

い

て

は
次

の

四
例

を

見

出

せ

る
。

(
4
)

書

生
古

亦

有

戰

陣

書

生

古

に

も
亦

た

戰

陣

有

り

　

　

さ
し
ず

葛

巾

羽
勗

揮

三

軍

葛

巾

羽

勗

に

て
一二
軍

を

揮

せ

り

(

「
餮
爲

王

氏

書

樓
」

『
詩

集

』

七

頁
、

嘉

誌

四

年

(
一
〇

五

九
)

鍵

爲

作
)

(
5
)

落

日

岸

葛

巾

落

ロ
凵

葛

巾
を

岸
げ

晩
風

吹

羽

扇

晩

風

羽
扇

を

吹

く

(
「
自

淨

土

寺
歩

至

功

臣

寺
」

『
詩

集
』

三

四
五

頁
、

煕
寧

五

年

(
一
〇

七

二
)

杭

州

作
)
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(
6

)
陣

雲
冷

壓

黄
茅

瘴

陣

雲

冷

た
く

壓

す

黄

茅

瘴

羽
扇

斜

揮

白
葛

巾

羽

勗

斜

め

に
揮

う

白

葛
巾

(
「
聞

喬

太
博

換
左

藏

知

欽
州

以
詩

招

飮

」

『
詩

集

』

六

八

二
頁

、

煕

寧

九

年

(
一
〇

七

六
)

密

州

作
)

(
7

)
葛

巾

羽

扇

紅

塵
靜

葛

巾

羽

勗

紅

塵

靜

ま

り

投

壼
雅

歌

清

燕

開

投

壺

雅

歌

清

燕

開

く

(
「
途

將

官

梁

左

藏
赴

莫

州

」

『
詩

集

』

八

四

六
頁

、

元

豐

元

年

(
一
〇

七

八
)

徐

州

作
)

こ

の
四

例

で

注

目
さ

れ

る

の

は
(

「
羽

勗
」
ト
は
す

べ

て

「
葛

巾

(葛

布

で

作

っ
た
頭

巾

)

」

と

對

に

な

っ
て
用

い

ら

れ

て

い

る

こ

と

で

あ

る
。

つ
ま

り

「
羽
扇

綸

巾

」

で

は

な
く

、

「
羽

扇
葛

巾
」

で

あ

る
。

と
な

れ

ば

、
例

の
裴

啓

の

『
語

林

』

に

見
え

る
故

事

が
す

ぐ

さ

ま
想

起

さ

れ

る
。諸

葛

武

侯

與

司
馬

宣

王

在

渭

濱
、

將

戰

、

武

侯

乘
素

輿

、

葛

巾

白

羽
勗

、

指

麾
三

軍

、

三

軍
皆

隨

其

進
止

(諸

葛

武

侯

は

司
馬

宣

王

と

渭
濱

に
在

り

、

將

に
戰

わ

ん
と

し

、
武

侯

は

素
輿

に
乘

り

、

葛

巾
と

白

羽

勗

に

て
、

三

軍
を

指

麾

す

、
三

軍

は
皆

其

の
進

止

に
隨

う

)

(5
)

諸

葛

亮
が

司

馬

懿

と
會

戰

し
た

と

き

に

「
葛

巾

」

を

着
け

、

「
羽

扇
」

を

手

に

し

て
指

揮

を

し

た
と

い
う
も

の

で
あ

る
。

「
羽

勗

綸

巾
」

で

は
な

く

「
羽
勗

葛

巾

」

で
あ

る
な

ら

ば
、

そ

れ

は

こ
の

『
語

林

』

の
記

事
を

踏

ま

え

て

い
る

と

考

え

て
よ

い
だ

ろ
う

。

實
際

、

(
4

)

は
直

接

諸

葛

亮

を
引

き

合

い
に

出

し

た
も

の
で
あ

り
、

(
6

)

は

、
太

常

博

士

か

ら
武

官

の

左
藏

庫

副

使

に
換

え

ら
れ

て
知

欽

州

と

な

っ
た

喬

敍

の
着

任

後

の
さ

ま

を
想

像

し

て
う

た

っ
た

も

の

で
、

こ
れ

も

『
語

林
』

を

踏

ま

え

て

い
る
。

ま

た

、

(
7
)

も

、

(
6
)

の
喬

敍

と
同

樣

に

武
官

の

梁

交

の
知

莫
州

着

任

後

の

さ

ま
を

想

像

し

た
も

の

で
あ

っ
て
、

や

は

り

『
語

林
』

に
基

づ

く

。

(
5
)

の
み

は
蘇

軾

自

身

の
く

つ
ろ

い
だ
出

で

立
ち

を

い

い
、
直

接

的

に

諸

葛

亮
を

想

像

さ

せ

る
も

の
で

は

な

い
が

、

「
羽

勗
」

と

「
葛

巾

」

の
併

用

は
や

は

り
諸

葛

亮

の

イ

メ
ー

ジ

を
件

っ

て

い

る
。

つ
ま

り
、

蘇

軾

に

お

い

て

「
羽
扇

」

は
常

に

「
葛

巾

」

と

結
び

つ
き

、

「
羽

勗

葛

巾

」

と

い
え

ば

諸

葛

亮

を

指

し

て

い

た

の

で
あ

る
。

(6
)
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「
念

奴

嬌
」

以

前

の
蘇

軾

の
用

例

を

見

る

と
、

「
羽

扇
」

や

「
綸

巾
」

は
周

瑜

と

必

然

的
な

結

び

つ
き

が

あ

る

わ
け

で
は

な

か

っ
た

と

考

え

ら

れ

る
。

で

は
、

蘇

軾

以
前

は
ど

う

で
あ

ろ
う

か
。

「
羽

勗

綸

巾
」

あ

る

い
は

「
羽

勗

葛

巾
」

と
封

に

し

た

例

が

あ

る

だ

ろ
う

か

。

ま

た

、

「
綸

巾

」

と

「
葛

巾

」

は
ど

の
よ

う

な

使

わ

れ
方

を

し

て

い

る

の
だ

ろ
う

か
。

す

べ

て

の
文

獻

の
調

査

は
當

然

な

が

ら
筆

者

の
力

の
及

ぶ

と

こ

ろ

で

は

な

い

の

で
、

漢

魏

か

ら
蘇

軾

に

至

る
ま

で

の
詩

に

つ
い

て
探

っ
て

み
る

こ
と

に

し

た

い
。

唐

代

以

前

は

、
實

は

「
綸

巾
」

「
葛

巾

」

と

も

に

用

例
が

ほ

と

ん
ど

な

い

。
管

見

に
入

っ
た

の

は
、

庚

信

の

「
示

封

中

録

二
首

之

二
」

の

の

り

「
葛

巾

久

乖
角

、

菊

逕

簡

經
過

」

の
み

で
あ

る
。

し

た

が

っ
て
、

も

ち

ろ

ん

「
羽

勗
」

と
對

に

な

っ
た
例

は

見

當

た

ら
な

い
。
時

代

が

下

っ
て

唐

代

に

至

る

と
、

「
綸

巾
」

「
葛

巾

」

と
も

に

か
な

り

の
數

の
用

例
を

見

出

せ

る

よ
う

に
な

る
。

い
く

つ
か
例

を
擧

げ

て

お

こ
う

。

.̂
)

(8
)
曉
垂
朱
綬
帶

曉
に
は
垂
ら
す

朱
綬
帶

　

　

晩
著
白
綸
巾

晩
に
は
著
す

白
綸
巾

出
去
爲
朝
客

出
で
去
り
て
朝
客
と
爲
る
も

歸
來
是
野
人

歸
り
來
れ
ば
是
れ
野
入

(白
居
易

「訪
陳
二
」
)

(9
)
玉
珮
金
章
紫
花
綬

玉
珮

金
章

紫
花
綬

紵
衫
藤
帶
白
綸
巾

紵
衫

藤
帶

白
綸
巾

晨
興
拜
表
稱
朝
士

晨
に
興
き

表
を
拜
し
て
朝
士
を
稱
し

晩
出
遊
山
作
野
人

晩
に
出
で

山
に
遊
ん
で
野
人
と
作
る

(白
居
易

「拜
表
囘
閑
遊
」
)

　

　

(10
)
白
綸
巾
下
髪
如
絲

白
綸
巾
の
下

髮
は
絲
の
如
く

靜
倚
楓
根
坐
釣
磯

靜
か
に
楓
根
に
倚
っ
て
釣
磯
に
坐
す

中
婦
桑
村
挑
葉
去

中
婦
は
桑
村
に
葉
を
挑
去
り

小
兒
沙
市
買
蓑
歸

小
兒
は
沙
市
に
蓑
を
買
い
て
歸
る

(皮
日
休

「西
塞
山
泊
漁
家
」
)
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(H
)
陶
令
日
日
醉

陶
令

日
日
に
醉
い

不
知
五
柳
春

五
柳
の
春
を
知
ら
ず

素
琴
本
無
弦

素
琴

本
よ
り
弦
無
く

漉
酒
用
葛
巾

漉
酒

葛
巾
を
用
う

(李
白

「
戲
膾
鄭
漂
陽
」
)

(12
)
不
厭
晴
林
下

厭
わ
ず

晴
林
の
下

　

　

わ
た

微
風
度
葛
巾

微
風

葛
巾
を
度
る

寧
唯
北
窗
月

寧
ん
ぞ
唯
だ
北
窗
の
月
の
み

自
謂
上
皇
人

自
ら
上
皇
の
人
と
謂
わ
ん

(錢
起

「衡
門
春
夜
」
)

(
13
)

一
片
白
葛
巾

一
片
の
白
葛
巾

潜
夫
自
能
結

潛
夫

自
ら
能
く
結
ぶ

籬
邊
折
枯
蒿

籬
邊
に
枯
蒿
を
折
りさ

聊
用
簪
華
髮

聊
か
用
て
華
髪
に
簪
さ
ん

(劉
言
史

「葛
巾
歌
」
)

「
綸

巾

」

「
葛

巾
」

と

も

に

唐
詩

で
は

そ

れ

ほ
ど

珍

し

い
語

で

は

な
く

な

っ
て

い
る

と

は

言
え

る

が
、

「
羽

勗

」

と
供

用
さ

れ

た
例

は

や

は

り

見

出

し
得

ず

、

こ

こ

に
擧

げ

た
例

も

す

べ

て
單

獨

で
使

用

さ

れ

た

も

の

で

あ

る
。

(,
)
で

は
、

次

い

で
、

宋

代

に
入

っ
て

か

ら
蘇

軾

ま

で

は

ど

う

か

と

い
う

と

、

こ
れ

も

唐

詩

と

同
樣

の
よ

う

で
あ

る
。

つ
ま

り

、
單

獨

の
用
例

は

あ

る
が

、

「
朋

扇
」

と

並

べ

た
例

は

見

當

た

ら
な

い
。

い
ま

、

ひ
と

つ
ず

つ
例

を
擧

げ

て

お

く
。

し
お

(
4ー
)
重
到
田
園
草
木
零

重
ね
て
田
園
に
到
れ
ば
草
木
零
れ

　

　

鬢
毛
蕭
颯
白
綸
巾

鬢
毛

蕭
颯
た
り

白
綸
巾

謾
誇
孺
子
能
分
肉

謾
り
に
誇
る

孺
子
の
能
く
肉
を
分
か
つ
を

一34一



『中国言語文化研 究」第1号

堪
笑
書
生
筒
負
薪

笑
う
に
堪
え
た
り

書
生
の
尚
お
薪
を
負
う

東
籬
已
有
黄
金
蕊

東
籬

己
に
黄
金
の
蕊
有
り

只
缺
白
衣
途
酒
人

ロ
ハだ
缺
く

白
衣
の
酒
を
途
る
人

(陳
舜
兪

「晩
秋
田
間
」
)
　

(5ー
)
看
雨
擠
藤
杖

雨
を
看
て
藤
杖
を
擠
き

　

　

迎

風
卸

葛

巾

風
を

迎

え

て
葛

巾

を
卸

す

、

我

來
懐

愧

甚

我

來
り

て
愧

を

懷

く

こ

と
甚

し

衣

上
有

紅

塵

衣

の
上

に
紅

塵

有

れ
ば

な

り

(文

同

「
書

隱

者

壁

」

)

た

だ

し

、

こ

こ
で
留

意

し

て

お

き

た

い

の
は

、

「綸

巾
」

と

「
葛

巾
」

の
持

つ
イ

メ

ー

ジ

に

は
共

通

し

た

も

の
が

あ

る

と

い
う

こ

と

で

あ

る

。

兩

者

は
本

來

別
物

で
あ

っ
た

は
ず

で
あ

る
。

し

か

し
、
ど

ち

ら
も

、

士

人

の

公
的

生

活

に
お

け

る

衣

冠
と

い

っ
た
正

裝

と

は

異

な

り
、

私

的

生

活

に

お
け

る

く

つ
ろ

い
だ

服

装

と

い
う

點

で

は

同

じ
な

の
で
あ

る
。

(
8
)

、

(
9
)

、

(
12
)

'

(
=
>

S
例

は
そ

の

こ
と

を
示

し

て

い
る

。

そ

し

て
、

さ

ら

に

こ
れ

に

と
ど

ま

ら

ず

、

兩

者

と

も

に
隱

者

の
服

裝

へ
と
繋

が

っ
て

ゆ
く

こ
と

は
、

(
10
)

、

(
14
)

、

(
1ー
)

の
例

を

見

れ

ば

首
肯

さ

れ

る

は
ず

で
あ

る
。

と
く

に

「
葛

巾
」

に

つ

い
て

は
、

(
11
)

で
明

白

で
あ

る
よ

う

に

、
有

名

な

陶
淵

明

の

「
葛

巾
漉

酒

」

の
故

事

(9
)
を

背

景

に
持

っ
て

い
る

こ
と

に
留

意

す

べ

き

で

あ

ろ
う

。

要

す

る

に

、

「
綸

巾

」

と

「
葛

巾
」

は
常

に

明

確

に
區

別

さ

れ

て

い
た

と

い
う

わ

け

で
も

な

さ

そ
う

で
あ

る
。

で
あ

る
な

ら

ば

、

蘇
軾

が

「
念

奴
嬌

」

で
う

た

っ
た

「
羽
勗

綸

巾
」

が
、

元

來

「
羽
勗

葛

巾
」

の
故

事

を

持

つ
諸

葛

亮

に
引

き

つ
け

て
理

解

さ

れ

る

の
も

、

あ

な
が

ち
理

由

の
な

い

こ
と

で

は
な

か

っ
た

の
で

あ

る
。

以

上

、

こ
れ

ま

で
述

べ

て
き

た

と

こ

ろ

に

よ

れ
ば

、
周

瑜

を

「
羽
扇

綸

巾

」

で

形

容
す

る

の
は

蘇

軾

の

「
念

奴

嬌

」

が

最

初

だ

っ
た

ら

し

い
、

と

い
う

こ

と

に
な

る
。

周
瑜

の

「
羽
勗

綸

巾

」

は

、
實

は
蘇

軾

の
獨

創

で
あ

っ
た

と
考

え

ら
れ

る

の

で
あ

る
。
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蘇

軾

が

周

瑜

に
言

及

す

る

こ
と

は
諸

葛

亮

に
比

べ

れ

ば
少

な

い
。

周

瑜
を

直

接

題
材

に

し
た

も

の

と

し

て
は

、
す

で

に
注

(
7
)

で
擧
げ

た

「
周

瑜

雅

量
」

(
『
文

集
』

二
〇

二
〇

頁

)

と

「
記

李
邦

直

言

周

瑜

」

(

『
文

集

』

二
〇

七

七

頁

)

が

あ

る

が

、

い
ず

れ

も

短

い

も

の

で
あ

る
。

一
方
、

諸

葛

亮

に

つ
い

て

は
言

及

も

多
く

、

「
諸

葛
亮

論
」

(
『
文
集

』

一

=

一頁

)

な

る

論

文
も

書

か
れ

て

い

る
。

周

瑜

は
諸

葛

亮

に

比

べ

て
や

や

輕

い
扱

い
を

受

け

て

い
る

と

い
え

る

が

、

諸

葛
亮

の
歴

史

上

の
存

在

の
大

き

さ

か

ら

言

っ
て
、

怪

し

む

に

足

り

な

い

こ
と

だ

ろ

う

oさ

て

、

そ

の
多

く

は

な

い

周

瑜

へ
の
言

及

は
、

黄

州

時

代
が

半

數

近

く

を
占

め

る
。

い
ま

、

そ

れ

を
擧

げ

る
と

以

下

の
通

り

で
あ

る
。

(-
。
v

(
1ー
)

西
望

夏

口
、

東
望

武

昌
、

山

川

相

繆
、

鬱

乎

蒼

蒼
、

此

非

孟

徳
之

困

於

周

郎
者

乎

(
西

の

か

た
夏

口
を
望

み

、

東

の

か

た
武

昌
を

ま
と

望

め
ば

、

山

川

相
繆

わ

り

て

、
鬱

乎

と

し

て
蒼

蒼

た

り

、

此
れ

孟

徳

の
周
郎

に
困

し

め

ら
れ

し
者

に
非

ざ

ら

ん

や
)

(
「
赤
壁

賦

」

『
文

集
』

五

頁

)

(
17
>
黄

州

守

居
之

數

百
歩

爲

赤

壁

漸

或

言
印

周

瑜

破

曹

公

處

、

不

知

果

是

否

(黄

州

の
守

居

の
數

百

歩

を

赤

壁

と

爲

す

、

或

ひ

と

言

う

、

即

ち

周

瑜

の
曹

公

を

破

り

し
處

な

り

と

、

果

し

て
是

な

る
や

否

や

を

知

ら
ず

)

(

「
記
赤

壁

」

『
文

集
』

二

二
五

五

頁
)

(
18
)

今

日
李

委

秀

才

來

相
別

、

因

以

小

舟
載

酒

飮

赤

壁
下

、

李

善

吹

笛
、

酒

酣

作

數
弄

、

…

…

…
坐

念

孟

徳
公

瑾

、

如

昨

日
耳

(
今

日

李
委

秀

才

來

り

て
相

別

る

、

因

り

て
小

舟

を

以

て
酒

を

載

せ

て
赤

壁

の
下

に
飮

む

、

李

は
善

く

笛

を
吹

き

、

酒

酣

に

し

て
數

弄

な

を

作
す

、

…

…

…

坐

う

に
孟

徳

公

瑾
を

念

い

て
、
昨

日

の
如

き

の
み

)

(

「
與

萢

子
豐

八

首

之

七
」

『
文

集
』

一
四

五

二
頁
)

(
19
)

與

君
飮

酒

細

論

文

君
と

酒

を

飮

み

て
細

く

文

を

論
ず

れ

ば

酒

酣
訪

古

江

之

濆

酒

酣

に

し

て
古

を
訪

う

江

の
濆

　

　

仲
謀
公
瑾
不
須
弔

仲
謀

公
瑾

弔
ら
う
を
須
い
ず

一
爵
波
瀞
英
烈
君

一
た
び
爵
せ
ん

波
禪
英
烈
の
君
に

(
「王
齊
萬
秀
才
寓
居
武
昌
縣
劉
郎
袱
、
正
與
伍
洲
相
封
、
伍
子
胥
奔
呉
所
從
渡
江
也
」

『詩
集
』

一
〇
三
八
頁
)

こ
れ
は
や
は
り
、
黄
州
流
諦
と
い
う
境
遇
と
赤
壁
の
存
在
が
大
き
な
刺
激
と
な

っ
た
か
ら
に
相
違
あ
る
ま
い
。
そ
し
て
、
蘇
軾
は
そ
の
詞
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('Qr.�奴

嬌

」

で

「
赤

壁

」

の
戰

い
を

「
懐

古
」

し

て
、

「
遙

想

公

瑾

當

年
、

小

喬

初

嫁

了
、

雄

姿

英

發
、

羽

勗

綸

巾
、

談

笑

聞

強
虜

灰

飛

煙

滅

」

と

う

た

っ
た

の
だ

が

、

周
瑜

に

「
羽

扇
綸

巾

」

を

結
び

つ
け

る

發

想

は
ど

こ
か

ら
來

た

の

で
あ

ろ
う

か
。

先

に

「
綸

巾

」

と

「
葛

巾

」

は

明

確

に

區

別

さ
れ

て

い
た

わ
け

で
は

な

い

こ

と
を

述

べ

た
。

し

か
し

、

兩

者
が

本

來

も

つ
イ

メ
ー

ジ

は

異

な

っ
て

い
る
。

「
綸

巾

」

は
、

謝

萬

の
故

事

が

最
も

よ
く

知

ら

れ

て

い
る

こ
と

か

ら

も

わ

か

る
よ

う

に
、

や

は
り

六

朝

の
貴

族

の
被

っ
た

も

の
と

し

て

の

イ

メ

ー

ジ

が

よ

り

強

い

し
、

一
方

「
葛

巾
」

は
、
書

生

(
學

問

の

徒
)

や

隱

者

の
被

る
も

の
と

し

て

の
イ

メ
ー
ジ

が

よ

り

強

い

。

「
葛

巾

」

が
隱

者

の
イ

メ

ー
ジ

を

よ

り

強

く

與

え

る

の

は
、
す

で

に
擧

げ

た

陶

淵

明

の
故

事

ば

か

り
が

そ

の
例

で

は
な

く

、

た

と
え

ば

、

『
奮
書

』

隱

逸

傳

の
郭

文

の

傳

に

「
恒

著

　

　

お
う
し
ゅ

鹿
裘
葛
巾
、
不
飮
酒
食
肉
、
區
種
菽
麥
、
採
竹
葉
木
實
、
貿
鹽
以
自
供

(恒
に
鹿
裘
葛
巾
を
著
け
、
飮
酒
食
肉
せ
ず
、
菽
麥
を
區
種
し
、
竹
葉

か

木

實

を

探

り

、

鹽

に
貿

え

て
以

て
自

供

す

)

」

、

『
南

史
』

隱

逸

傳

の
陶

弘

景

の

傳

に

「
後

簡

文

臨

南

徐

州

、

欽

其

風

素

、
、召

至

後

堂

、

以

　

　

う
や
ま

葛

巾
進

見

、

與

談

論

數

日

而
去

、

簡

文

甚

敬

異

之

(
後

に

簡

文
南

徐

州

に

臨

み
、

其

の
風

素
を

欽

い
、

召

し

て
後

堂

に

至

ら

し

む

、

葛

巾

を

と
も

以

て
進

見

し

、

與

に
談

論
す

る

こ
と

數

日

に

し

て
去

れ

り

、

簡

文

甚

だ
敬

い

て

こ

れ

を
異

と

す

)

」

な

ど

と

あ

る

の

を
擧

げ

る

こ
と

が

で

き

る
。

ま

た

、

書

生

と

の
繋

が

り

に

つ
い
て

は

、

晉

の
張

華

『
博

物

志

』

卷

九

の

「
漢

中

興
、

士

人

皆

冠

葛

巾
、

建

安
中

、

魏

武

帚

造
白

粭

、

於

燈

逐
廢

、

唯

二
學
書

生

獪

著

也

(漢

の
中

興

す

る
や

、

士

人

は

皆

葛
巾

を

冠

る
、

建

安

中
、

魏

の
武

帝

白
給

を

造

る

、
是

に
於

て

逑

に
廢

る

、

唯

だ

二

學

(
國

學

と

太
學

:
筆

者
)

の
書

生

の
み

獪

お
著

く

る

な

り
)

」

と

い

う
記

事

が

參

考

に
な

る

が
、

『
太

卆

御
覧

』

卷

二

三
六

「
國

子

の

　

祭

酒
」

の
項

に

引

く

『
齊

職

儀
』

に

「
晉

令

、

博

士

祭
酒

、

掌

國

子

學
、

而

國

子
生

師

事

祭
酒

執

經

、

葛
巾

單

衣

、

終

身
致

敬

(
晉

令

に
、

博

士

祭

酒

は
、

國

子

學

を
掌

り

、

國

子

生

は
祭

酒

執

經

に
師

事
し

、

葛
巾

單

衣

に

し

て
、

終

身
敬

を

致

す

)
」

と

い
う

の
も

、

『
博

物

志
』

の
記

事

に

つ
な
が

る
。

「
綸

巾
」

と

「
葛

巾
」

本

來

の
イ

メ

ー
ジ

か

ら
見

れ
ば

、

「
綸

巾
」

は
周

瑜

に
、

「
葛

巾
」

は
諸

葛

亮

に
相

應

し

い
、

と

言

え

そ

う

で
あ

る

。

↑
↓

そ

し

て
、

さ

ら

に

言
え

ば

、

「
念

奴

嬌

」

の

「
羽

勗
綸

巾
」

が

直

接

的

に

發
想

を

借

り

た

の

は

、

お

そ

ら

く

李

白

の

「
永

王

東

巡

歌

十

一

首

」

其

二

で

は
な

か

ろ
う

か
。

三

川
北

虜

亂

如

麻

三

川

の
北

虜

亂

れ

て
麻

の
如

く

四

海
南

奔

似

永

嘉

、
四

海

南

に

奔

っ
て

永

嘉

に

似

た

り

但

用

東

山
謝

安

石

但

だ
東

山

の
謝

安

石
を

用

う

れ

ば

.
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爲

君
談

笑
靜

胡

沙

君
が

爲

に

談

笑

し

て
胡

沙

を
靜

め

ん

・
こ

の
詩

の
背

景

は

改

め

て
読

く

ま

で
も

あ

る
ま

い
。
注

目
し

た

い

の

は
、

「
た

だ
あ

の
謝

安

石

の

よ
う

な

人

物
を

用

い
さ

え
す

れ

ば

、
わ

が

君

の

た
め

に
談

笑

し

な
が

ら

え

び

す

の
砂

塵

を

鎭

め

て

し
ま

う

だ

ろ
う

」

と

い
う
後

傘

二
句

で

あ

る
。

「
羽

扇
」

や

「
綸

巾
」

と

い
う

言

葉

は

全

く
出

て

こ
な

い

の
で

は
あ

る

が

、

こ

の

二
句

は

「
念

奴

矯

」

の
前

掲

部

分

、

と
く

に

「
談

笑

聞

強
虜

灰

飛
煙

滅

」

の
句

に
通

ず

る

も

の
が

あ

る
。

ま

た

、

謝

安
石

と

は
言

う
ま

で
も

な

く

晉

の
謝

安

の

こ
と

で
、

「
綸

巾
」

の
故

事

で

有

名

な
謝

萬

の
兄

で
あ

っ
た

。
謝

玄

ら

が
苻

堅

の

大
軍

を

破

つ
た

と

の
報

を

讀

み

終

え

る
や

牀

の
上

に
放

り

出

し

、
客

が

問

う

と

「
小

兒

の
輩

,邃

に
已

に

賊
を

破

れ

り

」

と
悠

然

と

答

え
た

話

は
有

名

で
あ

る
。

「
綸

巾

」

は
ど

ち

ら

か
と

言

え
ば

謝

安

や

謝

萬

の
よ

う

な
亠
ハ
朝

貴

族

と

結
び

つ
く

こ
と

は
先

に
觸

れ

た
が

、

蘇

軾

の

門
弟

で

あ

る
晁

補

之

に

も

次

の
よ

ヶ

な

例
が

あ

る

。

　

　

　

　

,
(
20

)

想

東

山

謝

守

・,
想

う

東

山

の

謝

守

　

　

　

　

綸
巾
羽
勗

綸
巾
羽
勗
に
し
て

高
歌
下

青
天
孚

高
歌
は
下
る

青
天
の
孚
ば

(
「水
龍
吟

寄
留
守
無
娩
丈
」
)

T
2v

.n

(21
)
雲
端
紅
粉
拊
雕
欄

雲
端
の
紅
粉

雕
欄
を
柎
ち

　

　

　

　

　

　

謝

守

綸

巾

語

笑

聞

謝

守

,
綸

巾

語

笑

の

閲

(
「
次
韻

李

秬

祥

符
軒

」

)

「
謝

守
」

と

は
言

う

ま

で
も

な

く

謝

安

で
あ

る

。

も

ち

ろ

ん
借

り

て

(
20
)

で

は
應

天
府

留

守

の
趙

無

魄

を
、

(
既
)

で

は
知

信

卅

の
李

秬

を

指

す
。

こ

の

二
例

と

も

に
明

ら

か

に
謝

安

ど

「
綸

巾
」

「
蒻

翕
」

を
結

び

つ
け

て

い

る
。

「綸

巾

」

は
六

朝
貴

族

の
服
裝

と

し
て

意

識
さ

れ

て

い
た

の

で
あ

る

。

(、
,
Ψ

「
念

奴

嬌
」

の

「
羽

勗

綸

巾
」

が

周

瑜

と

諸
葛

亮

の
ど

ち

ら

に
似

つ
か
わ

し

い

か
、

お

の
ず

と
知

れ

る

で
み

ろ
う

σ

名

家

の

御
曹

司
で

赤

壁

の
英

雄

、

か

つ
音

樂

に

も

精

通

し
、

呉

の
人

々
か
ら

ゴ
周
郎

」

と

呼

ば
れ

た

周

瑜
、

そ

の
出

で
立

ち

は

「
羽

扇
綸

巾

」

こ
そ

相

應

し
か

っ
た

の

で
あ

る

。
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古

く

「
羽
扇

葛

巾

」

の
出

で
立

ち

で
戰

場

に
臨

ん

だ

の

は
諸

葛

亮

で
あ

っ
た
。

と

こ
ろ
が

、

蘇

軾

の

「
念

奴
嬌

」

に

至

っ
て
、

周

瑜
が

「
羽

扇

綸

巾
」

の
姿

で
颯

爽

と
登

場

し

た
。

「
赤

壁

賦

」

と

の

相
乘

效

果

も
あ

っ
て

か
、

そ

の
影

響

は

極

め

て

大
き

か

っ
た
。

こ

の
邊

り

の
經

緯

は

前

稿

で
述

べ

た

の

で
繰

り
返

さ

な

い
が

、

た
と

え

ば

、
南

宋

の
劉

宰

(
一

=

ハ
⊥
ハ
～

一
二
三

九
)

の

「
賀

趙
守

善

湘

到

任
」

(
『
漫

塘
集

』

卷

十

五
)

に
、

「
羽

勗

綸

巾
、

周

公

瑾

之

當
赤

壁

(
羽

扇
綸

巾

に

て
、

周

公
瑾

の
赤

壁

に

當

た

り
)

」

と

あ

る

の

は
、

「
念

奴
嬌

」

の
影
響

の
大

き

さ

を
十

分

に

窺

わ

せ

て
く

れ
る

。

(、
、
)

「
念

奴

嬌
」

以
後

、

周

瑜

は

「
羽
勗

綸

巾

」

の
出

で
立

ち

で
曹

操

の
軍

を
破

る

こ
と

に

な

っ
た

の

で

あ

り
、

そ

れ

は
蘇

軾

の

天

才
に

よ

る
も

の

で
あ

っ
た
。

し

か

し
、

明

代

に
至

る
と

、

諸

葛
亮

は

周

瑜

か
ち

「
羽

勗

綸

巾
」

の
出

で

立

ち
を

奪

い

取

っ
て

し
ま

う

。

(、
,
)
そ

の
誘

因

と

な

る

の
が

、

み
ず

か

ら
そ

の
流

行

を
傳

え

た

(、
、
)
三

國
志

の
語

り
物

、

す

な

わ

ち

の
ち

に

小

読

『
三

國

志

演

義
』

へ
と
威

長
す

る
物

語

で
あ

る

こ
乏

を

、

蘇

軾

は

豫
見

し
得

た

で
あ

ろ
う

か

。
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(4

)

(5
)

(6
)

注

〉

「念
奴
嬌
」
の
全
文
は
煩
を
迸
け
て
引
用

し
な
い
。

『
興
膳
教
授
退
官
記
念

中
國
文
學
論
集
」

(二
〇
〇
〇
年
三
月
、
汲
古
書
院
)
。

蘇
軾

の
作
品
の
引
用
は
、

『
蘇
軾
詩
集
』

(中
華
書
局
、

『
詩
集
』
と
略
稱
)
、

『
蘇
軾
文
集
』

(中
華
書

局
、

門
文
集
』
と
略

稱
)
、

『
全
宋

詞
』

に

據

る
。
詩
の
制

作
年
は
特
に
斷
ら
な
い
限
り

『
蘇
軾
詩
集
』

の
編
年
に
據
る
。

清
、
査
愼
行

『補

註
東
坡
先
注
編
年
詩
』
卷
十

一

「途
柳
子
玉
赴
靈
催
」

の
柱
に
、

「
子
玉
之
歿
、
當

在
丙
辰

丁
巳
聞

」
と

い
う
。
丙

辰
は

一
〇

七
六

(煕
寧
九
)
年
で
あ

る
。

『
太
夲
御
覽
』

卷
七
〇

I
1
f
勗
J
°
そ

の
他
に
、
同
書
卷
三
〇
七

「麾
兵
」
、
卷
七
七

四

「
輿
」
、

「藝

文
類
聚
』
卷
六
七
巾

「
帽

」
、

『
北

堂
書

鈔
』

卷

一、
一
八

「
攻
戰
」

一
一
な
ど
に
見
え
る
。

蘇
軾

の

「
葛
巾
」

の
用
例
は
、
も
う

ひ
と

つ

「
周
瑜
雅
量
」

(
『
文
集
』

二
〇

二
〇
頁
)
な
る
散
文

に
見
え
、

曹

公
聞
周
瑜
年
少
有
美
才
、
謂
可
遊
説
動
也
。

乃
密

下
揚
州
、
遣
九
江
蒋
幹
往
見
瑜
。
幹

有
儀
容
、
以
才
辯
見
稱
、
獨
歩
江
淮
之
聞
。

乃
布
衣
葛
巾

、

自
託
私
行
、

詣
瑜

と
あ
る
。

こ
れ

は

『
三
國
志
』

周
瑜
傳

の
注
に
引
か
れ

る

『
江
表
傳
』

に
據
る
も

の
で
あ
る
が
、

曹
操
に
よ

っ
て
周
瑜
説
得

に
向
か
わ
さ
れ
た

蒋
幹

の
出

で
立
ち
で
あ
り
、
周
瑜
と
は
結
び

つ
か
な

い
。
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7

)

(
　

)

(
9

)

(
°

)

(
-
)
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(14
)

(15

)

(16
)

以
下
、
蘇
轍
以
外
の
作
品
の
引
用
は
、
特
に
斷
ら
な

い
限
り
、

『
先
秦
漢
魏
晉
南
北
朝
詩
』
、

『
全
唐
詩
』
、

『
全
宋
詩
』
、

『
全
宋
詞
』
に
據
る
。

『
全
唐
詩
」

に
は
、
唐

末
の
傳
説
的
道
士
で
あ

る
呂
巖
の
詞
が
收
め

ら
れ
、
そ

の

「雨
中
花
」
に
、

「
嶽
陽
樓
上
、
綸
巾

羽
扇
、
誰

識

天
人
」

と
あ

る
。

し
か
し
、
呂
巖
の

一
連

の
詞
は
後
人
の
僞
作
で
あ

る
可
能
性
が
高
く
、
存
疑
と
し
て
お
く
。

「
奮
書
』
陶
潛
傳
に
見
え
る
。

そ
の
他

の
例
を
擧
げ

て
お
く
。

(
a
)
但
試
周
郎
看
聾
否
、
曲
音
小
誤
巳
囘
顧

(
「
次
韻
王
都
尉
偶
得
耳
疾
」

『
詩
集
』

一
五
五
〇
頁
、
元
祐
二
年
作
)

(b
)
知
昔
如
周
郎
、
議
論
亦
英
發

(
「
邊
歐
陽
推
官
赴
華
州
監
酒
」

『詩
集
』

一
八
〇
六

頁
、
元
祐
六
年
作
)

(
c
)
欲
求
公
瑾

一
困
米
、
試
滿
莊
生
五
石
樽

(
「
惠
守
魯

君
見
和
復
次
韻
」

『
詩
集
』
二
〇
七
八
頁
、
紹
聖
元
年
作
)

(d
)
酒
酣
魯
叟
頻
相
憶
、
曲
罷
周
郎
尚
不
知

(
「
法
惠
小
飮
以
詩
索
周
開
祀
所
作
」

『詩
集
』

二
六
〇
七
頁
、
)

(
a
)

(
b
)

(d
)
は

「
曲
有
誤
、

周
郎
顧
」
と
い
わ
れ
た
有
名
な
故
事
、

(
c
)
は
魯
肅
が

二
つ
あ

る
米
藏

の
う
ち
の

一
つ
を
、
氣
前

よ
く
周

瑜
に

與
え
て
糧
秣
と
さ
せ
た
と
い
う
故
事
、
に
基
づ
く
。

『
三
國
志
』

の
周
瑜
傳
お
よ
び
魯
肅
傳
に
見
え

る
。

辭
書
な
ど
で
、

「綸
巾
」
は

一
名

「諸
葛
巾
」
と

い
う
、
と
説
明
を
す

る
こ
と
が
あ

る
よ
う
だ
が
、

「
諸
葛
巾
」

と
い
う
語
自
體
の
古
い
用
例

は
見

つ
か

ら
な

い
。

こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
明

の

コ
;
才
圖
繪
』

の

「
諸
葛
巾
」

の
説
明
に

「此
名
綸
巾

(綸
、
昔

關
)
、
諸
葛
武
侯

嘗
脹
綸
巾
、
執
羽
勗

、
指
揮

軍

事
、
正
此
巾
也
、
因
其
人
而
名
之
、
今
鮮
服
者

(此
れ
を
綸
巾

(綸
、
昔

は
關
な
り
)
と
名
つ

く
、
諸

葛
武
侯
嘗
て
綸
巾
を
服
し
、

羽
扇
を
執

り
、
軍

事

す
く
な

を
指
揮
す
、

正
に
此
の
巾
な
り
、
其
の
人
に
因

っ
て
こ
れ
に
名
つ

く
、
今
は
服
す

る
者
は

鮮

し
)
」
と

い
う

の
に
據

っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

「
綸
巾

」

と
諸
葛
亮
の
結
び

つ
き
が

一
般
的

に
な
る
の
は
、
蘇
軾
よ
り
ず

っ
と
後

の
時
代
の
こ
と
で
あ
る
。

「
丈
」
は
も
と

「
文
」
に
作
る
。
劉
乃
昌
、
楊
慶
存
校
注

『
晁
氏
琴
趣
外
篇

・
晁
叔
用
詞
』

(
一
九
九

一
年
、
上
海
古
籍
出
版
杜
)
に
よ

っ
て
改
め
た
。

「
水
龍
吟
」

は
、
注

(12
)

の

「
晁
氏
琴
趣
外
篇

・
晁
叔
用
詞
』
に
よ
れ
ば
、
紹
聖
三

年

(
一
〇
九
六
)

の
作
。

「
次
韻
李
秬

群
符
軒
」

は
、
監

信
州
鹽

酒
視

に
貶
と
さ
れ

て
い
た
元
符

二
年

(
一
〇
九
九
)
か
ら
三
年

(
【
一
〇
〇

)
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。
二
例
と
も

に

「念
奴
嬌
」
以
後

の
作
な

の
で
、
あ

る
い
は
そ
の
影
響
と
見
る
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。
李
秬

に
つ
い
て
は
未
詳
。
晁
補
之

に
は
他
に

「次
韻
信
守
李
秬

二
首
」
な
ど
十
首
餘
り
の
詩
が
あ
る
。

劉
宰

の

「
囘
江
淮
大
使
趙
端
明
」

(
『
漫
塘
集
』
卷
九
)
に
、

「漢
晉
間
人
、
羽
勗
綸
巾
、
輕
裘
緩
帶
、
以

却
敵

(漢
晉

の
閲
の
人

は
、

羽
扇
綸
巾

、
輕

裘
緩
帶
に
て
、
以

て
敵
を
却
く
)
」
と
あ
り
、
こ
の

「
羽
勗
綸
巾
」
も
當
然
周
瑜
を
念
頭
に
入
れ
て
い
る
と
見

て
よ
い
だ
ろ
う
。

前
掲

の
拙
稿

「
羽
勗
綸
巾
の
ひ
と
1
周
瑜
と
諸
葛
亮
」
を
參
照
。

」

「
東
坡
志
林
」

に
見
え
る
が
、
有
名
な
記
事
な
の
で
、

こ
こ
で
引

く
こ
と
は
し
な
い
。
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